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1 自然数 n ≥ 1と複素数 cに対して

Vn(c) = { A ∈ Mn(C) | Aの各行・各列の和は c }

とおく.ただし,Mn(C)は n次正方行列全体からなる線形空間である.

(1)A,B ∈ Vn(c)ならば A+B ∈ Vn(2c)となることを示せ.

(2)Vn(c)がMn(C)の線形部分空間となる cは c = 0のみであることを示せ.

(3)V2(0)の基底と次元を求めよ.

(4)V3(0)の基底と次元を求めよ.

(5)Vn(0)(n ≥ 4)の次元を求めよ.

2 次の漸化式を満たす複素数列からなる空間を考える：

V = { a = (a1, a2, a3, · · · ) | an+2 = 2an+1 + an (n = 1, 2, 3, · · · ) }

(1)V は自然に線形空間となることを示せ.

(2)V の基底と次元を求めよ.

3 C3 の線形部分空間
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を考える.

(1) W1,W2 の基底と次元を求めよ.

(2) W1 ∩W2,W1 +W2 の次元を求めよ.

4 高々2次の多項式全体の作る線形空間

V = { f(t) = a0 + a1t+ a2t
2 | a0, a1, a2 ∈ C }

を考える.写像 φ : V −→ V を
φ(f(t)) = f(t) + tf ′(t)

によって決める.(ただし,f ′(t)は微分を意味する.)

(1) {1, t, t2}は V の基底であることを示せ.

(2) (1)の基底に関して φを行列表示せよ.


